
！

！

！

ＮＥＯＳＩＧＮって何だ？

ＮＥＯＳＩＧＮを使って何が出来る？

ワード・エクセルのプラグイン電子印鑑です。
    ご覧のように、紙に捺印したイメージです。

紙文書をゼロにするために必須の電子署名・タイムスタンプです。
    さらにこの文書は、電子署名法に規定された電子署名が
    付与されています。
    そして複数の方が、捺印（電子署名）をすることが出来ます。
    したがって、捺印後の電子文書を書換えることはできませんから、　
    安全に電子文書を保存できます。

いつでも目の前にあるPCで利用できるアプリケーションです。
    USBデバイスに、USBトークンのドライバ・管理ツール、
    NEOSIGNプログラムが格納されている(TYPE-T)ので、
　 まるで印鑑を持ち歩いているように、
　 目の前にあるPCで 捺印（電子署名）することができます。

内部統制文書・議事録・稟議書・ISO文書・経理書類・契約書・品質管理書類など、
管理文書の電子化によるペーパーレスを実現します。
　NEOSIGNは、「捺印（電子署名）した方の責任を付加」し、「元文書の改ざんを検出」します。
　この機能は、「IT書面一括法」や「電子帳簿保存法」などで認められる保存電子文書の
　信頼性を大幅に高めます。また、ISO文書などのような、その文書が存在していた日時が
　重要である電子文書には、タイムスタンプを付与することもできます。

電子契約を実現できます。つまり、印紙税を０円 にできます。
　印紙税は、経済取引に伴い作成される紙文書に対して課税される限定列挙の文書税であり、
　その納税は、原則収入印紙の貼付という形で行われます。したがって、電子商取引による売買
　においては、課税の対象となる紙文書が存在せず、課税されません。（財務省より）
　NEOSIGNを利用することにより、電子契約文書の改ざんを心配せず、安心して電子契約を行えます。
　そして 印紙税を０円 にしてください。ささやかですが、企業のコスト削減のお手伝いをします。

企業が発信する文書の信頼性を高めることが出来ます。
　 IR情報などの企業が外に向けて発信する情報は、本来は「誰の責任の元で発信されていて、その情報には改ざんが無いこと。」
 　を、保証しなければならないと考えます。社外に向けた信頼される情報発信、今後求められるキーワードのひとつです。

つまり｢NEOSIGN｣は...
 現在ご利用の書式そのままの電子文書に捺印し、
 電子署名法で守られ安全に保存できることにより、
 社内ペーパーレス化を強力にサポートします。



ＮＥＯＳＩＧＮは安心か？

電子署名法で規定された、電子署名を付与します。
　 この法律を簡単に言いますと、「捺印と同等の効力を、
　電子署名したものには認める。」と、いうことです。
   したがって、電子署名ツールであるNEOSIGNは、
　安心してご利用いただけます。

電子文書の改ざんを検知します。
　署名検証時には、
　　「文書の改ざん検証」、
　　「電子証明書の失効検証・有効期限・
　　　ルート証明書へのパスの確認」、
　　を行います。

その電子文書を誰が承認したのか、いつから存在している
のかが分かります。
　捺印(電子署名)に利用した電子証明書により、
　誰が承認したのかが明確になり、
　タイムスタンプの時刻により、
　その文書がいつから存在しているのかが証明されます。

ご利用方法が非常に簡単です。
　捺印(電子署名)時
　　１.印影位置を決定します。
　　２.電子署名を行います。
　　３.最終署名者が署名後、タイムスタンプを行います。

　署名検証時
　　１.ファイルを開きます。
　　２.署名検証を行います。

　これだけの操作で、NEOSIGNはご利用できます。

もし署名検証時に改ざんを検知した場合は、
印影に赤く大きく×マークが上書きされ、一目で分かります。

提携タイムスタンプサービスは、
財団法人日本データ通信協会が認定する「タイムビジネス信頼
・安心認定制度」を取得しており、信頼・安心をお届けします。
（別途ご契約が必要です）

提携タイムスタンプサービス

PFU社                                      セイコープレシジョン社
PFUタイムスタンプサービス         SEIKO Cyber Time
　　　　　　　　　　　　　　　　時刻認証サービス

※NEOSIGN 検証例
　　　　電子署名検証画面 -１　　検証文書 ( 問題なし )

電子署名検証画面 -２　　検証文書 ( 改ざん検知 )

ご覧のように改ざんされると
『署名検証』画面内の署名者に×印が
付き、また検証結果欄にコメントが
表示されます。文書内の印影部分には
印影自体に×印が追加されます。



ＮＥＯＳＩＧＮと共にペーパーレスへ！

オフィスに事務机がいらなくなります。
　なぜ事務机が今までは必要だったのでしょうか。
　それは紙の書類を各々が管理しなければならなかったからです。
　社内文書すべてを電子化し、社内を無線LAN化することによって、
　社内にはテーブルなどの作業スペースさえあればよくなります。
会社が広くなります。
　社内文書をすべて電子化することにより、事務机だけではなく、書庫ロッカー
　なども必要なくなります。
経費を少し削減できます。
　社内文書をすべて電子化することにより、紙に関するすべてのコストが必要なくなります。
　社内管理費のコスト削減に、少々ですが貢献します。

ＮＥＯＳＩＧＮ　<バリエーションのご紹介>

電源及び電圧 USB バスパワー / 5.0V±5%

フラッシュ・メモリ ユーザーエリア 100 MB

外形寸法及び重量

対応OS

標準化対応

プロセッサー

メモリー

ICチップ

アルゴリズム RSA,DES,3DES,DAS,MD5,SHA-1

ST19XT34 ( FIPS140-2準拠 )

32K

8 bit

PKCS#11 v2.10, MS CAPI, PC/SC,
X.509 v3, Certificate Storage, SSL v3,
IPSec/IKE, ISO 7816-3 and 4

Windows    2000 / XP / Server 2003

(W) 68 × (H) 26 × (D) 10 mm　/　約 14 g

TYPE-T

いつでも目の前のPCでご利用いただけます。
USBデバイスに、NEOSIGNプログラム、USBトークンのドライバ
・管理ツールがオールインワンで格納されています。
これにより、普段利用してないPCであっても瞬時にNEOSIGN利用の
ためのセットアップを行い、すぐにご利用いただく事ができます。
NEOSIGNを必要とする文書には、いつでもどこでもご利用戴けます。
オープンプライス。

対応機種

対応OS

USBインターフェース搭載
DOS/V(OADG仕様)パソコン

USB 2.0 / 1.1 ( ポート： USB A ソケット )インターフェース

フラッシュ・メモリー

外形寸法及び重量 (W) 56 × (H) 17 × (D) 9 mm　/　約 7 g

RoHS指令

Windows    2000 / XP / Server 2003

ユーザーエリア 220 MB

TYPE-N

電子証明書を、ICカードやUSBトークンなどの他のデバイスで
ご利用されている方に向けた、USBフラッシュメモリにNEOSIGN
プログラムのみが格納されたタイプです。
このタイプも、普段利用してないPCであってもすぐにご利用戴く
事ができます。さらにこのタイプは、PCに一切インストールされず
USBデバイス内のプログラムを直接起動してご利用頂くので、
ローカルPCに各種のアプリケーションをインストールしたくない
企業様においても、安心してご利用頂けます。
オープンプライス。

STANDARD
USBデバイスのない、PCにインストールしてご利用いただくタイプです。社内ルールなどにより、フラッシュメモリなどの外付け記憶用
デバイスをご利用になれない方に向けたものです。価格もUSBデバイスタイプのものより廉価ですから、導入コストを抑えることが出来ます。
定価\8,000-（税別） ※次年度以降ライセンス更新料、保守料が必要になります、年額\3,500-（税別）

ファイル暗号化オプション
ファイルをAES暗号で暗号化します。重要ファイルをフラッシュメモリなどに格納し持ち運ぶ際に、それを紛失してしまったとしても、
情報が漏洩することを防ぐ事が出来ます。また、社内共有サーバ内に保存するファイルにおいてもNEOSIGNで暗号化してあれば、
コンピュータウイルス、スパイウェアなどの見えない脅威による情報漏洩から、御社を守ることが出来ます。

2006年7月からEU圏で施行された電気・電子機器に
対する特定有害物質使用制限指令「RoHS指令」に準拠。

電源及び電圧 USB バスパワー / 5.0V±5%

TYPE-T 規格

TYPE-N 規格



タイムスタンプサービスは、「存在証明」「完全性証明」を付与し、
電子文書・電子データの信憑性を長期に守ります。

PFU タイムスタンプサービスに関する詳細は右記ＵＲＬまで http://www.pfu.fujitsu.com/tsa/

電子データに信憑性を。そして、ビジネスに信用を。

プリペイド方式と定額制のサービスを提供
世界初、ハッシュ関数SHA-512を導入した
有効期間10年の商用サービス
(財)日本データ通信協会「タイムビジネス信頼・
安心認定」を取得する時刻認証業務
時刻認証業務として信頼のおけるサービスモデル

プリペイド方式と定額制のサービスを提供
世界初、ハッシュ関数SHA-512を導入した
有効期間10年の商用サービス
(財)日本データ通信協会「タイムビジネス信頼・
安心認定」を取得する時刻認証業務
時刻認証業務として信頼のおけるサービスモデル

特 長
◆あらゆる電子文書と電子データに付与、
安心と信頼をプラス

◆タイムスタンプ･電子署名をプラグインする
「NEOSIGN」は、社内文書の信憑性を確かな

ものにする有益なツールです。

コンテンツ管理用途
コンプライアンス対策
知的財産保護
経営･財務管理用途

コンテンツ管理用途
コンプライアンス対策
知的財産保護
経営･財務管理用途

プリペイド方式（従量制サービス）を新規でお申し込みの場合は、１ユーザＩＤを無償でご提供
プリペイド方式においてＩＤを複数ご利用なさりたい場合は、追加用ＩＤ発行サービス有り
定額制サービスは、１ライセンス１秒あたり１スタンプの発行要求を行うベストエフォートのサービス。基本

ライセンスに対し、追加ライセンスを最大４本まで契約可能

プリペイド方式（従量制サービス）を新規でお申し込みの場合は、１ユーザＩＤを無償でご提供
プリペイド方式においてＩＤを複数ご利用なさりたい場合は、追加用ＩＤ発行サービス有り
定額制サービスは、１ライセンス１秒あたり１スタンプの発行要求を行うベストエフォートのサービス。基本

ライセンスに対し、追加ライセンスを最大４本まで契約可能

サービス体系

提携タイムスタンプサービスのご紹介

高速・高精度タイムスタンプサーバを活用した本サービスは、NEOSIGN と連携することにより、時刻認証（タイムスタンプ）による
文書の原本性保証はもちろん、文書の発生時刻の証明と存在の証明、さらには改ざんの有無の証明など、第三者による真正性の
検証を可能にする安心のサービスです。 

セイコープレシジョンでは、時刻認証サービスにとどまらず、
ローカルTSA局構築向けに自社開発のタイムスタンプサーバ
【SX-3640 TSS】を含めたシステム構築も提案いたします。

特 長

サービス体系

毎秒1件のタイムスタンプを発行するベストエフォート型サービス。
アプリケーションへのタイムスタンプ機能組込も自在に行える。
接続拠点数が少ない中小規模システムなどに適したタイプ。

ベーシックタイプ (マルチ/シングル)

毎秒200件のタイムスタンプを発行する高性能サービス。
トランザクション保証型の安定した高信頼の利用環境を提供する。
多拠点の大規模ユーザやサービス事業者の商業利用に適したタイプ。

ハイパフォーマンスタイプ

事業内容に応じて選べる「ベーシックタイプ ( マルチ / シングル )」
と「ハイパフォーマンスタイプ」の 3 種を用意

（財）日本データ通信協会が定める「時刻認証業務認定事業者」
による高信頼のタイムスタンプ発行サービス
タイムスタンプ・アプリケーション開発キットを標準で提供

用途やタイムスタンプ発行数を気にせず、安心して利用できる
月単位の定額制を採用

※左記のビジュアルは本サービスが発行するタイムスタンプの例です。

《SEIKO Cyber Time 時刻認証サービス》に関する詳細はこちらまで
http://www.seiko-cybertime.jp/



① WordⓇ・ExcelⓇのプラグインツールです。
　  普段お使いの上記ツールを起動するだけで、別途に｢NEOSIGN｣を起動する必要がありません。やさしくご利用いただけます。
② 電子文書に捺印できる電子署名ツールです。
　　電子文書上の自由な場所に捺印できます。また、捺印と同時に、文書の電子化保存に必須であり、電子署名法により
　　守られた電子署名を付与します。文書の内容をしっかり確認しながら捺印（電子署名）を行えますから、内容の勘違いによる
　　失敗を防ぐことができます。捺印（電子署名）後の文書にはロックがかかり、不注意による文書の改ざんを防ぎます。
③ ひとつの文書に複数の電子署名ができます。
　　重要会議の議事録、稟議書などの、複数の承認が必要な文書も、現在ご利用の書式そのままに、決裁完了後は電子
　　文書のままで、安心して保存することができます。 このことにより社内ワークフローに対してもペーパーレスを実現し、業務の
　　効率化を図れます。
④ 電子署名された文書であることを表示します。
　　「NEOSIGN」でワード･エクセルの文書に捺印（電子署名）すると、最初のﾍﾟｰｼﾞの左上に｢電子署名済｣と赤く表示されます。
　　この表示により、視覚的に他の電子印鑑が付与された文書との区別ができ、この文書に電子署名が付与されていることを
　　確認できます。
⑤ いつでも目の前にあるPCをご利用いただけます。
　　「NEOSIGN」やUSBトークン内の電子証明書をご利用なさる場合は、たとえ普段お使いにならないPCであっても、USBポート
　　に差すと自動的に「NEOSIGN」とトークンのドライバ、管理ツールがダウンロードされ(TYPE-T)、すぐにご利用いただけます。
　　まるで印鑑を持ち歩いて紙の書類に押印できるがごとく、目の前にあるPCで電子文書に捺印（電子署名）することができます。
⑥ タイムスタンプを付与できます。
　　存在日時を担保したいすべての電子文書に、タイムスタンプを付与することができます。

① 社内ペーパーレスを実現します。
　　「NEOSIGN」は、捺印（電子署名）した方の責任を付加し、元文書の改ざんを検出し、その文書の存在日時を担保します。
　　したがって、重要な社内文書（内部統制文書、取締役会議事録・稟議書・経理書類・検査書類等）でさえも、ワード･エクセルのまま
　　安心して電子文書として保存できます。つまり紙文書保管経費の削減と業務の効率化が進められる、ペーパーレスを実現します。
② 契約書を電子化できます。
　　これにより、収入印紙代０円を実現します。
③ 企業が発信する文書の信頼性を高めることが出来ます。
　　ＩＲ情報、ご案内文書、お見積書など、企業が責任を持って発信する文書には、受け取った方に信頼していただくために、
　　「誰の責任の元で発信されていて、その情報には改ざんが無いこと。」を、保証しなければならないと考えます。
　　「NEOSIGN」があれば実現できます。
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